	　報　告　書
令和５年　９月　２７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第２回白石町観光協会設立検討委員会については、下記のとおりです。

	期　　　日
	　令和５年９月２５日（月）　１９：００～２０：３０

	場　　　所
	　役場３階大会議室

	出　席　者
	別紙参照

	１．開会　　谷﨑課長
２．委員長挨拶　　秀島委員長　　
　・９月１４日の議会一般質問で観光協会設立にむけての質問があった。結論として、観光協会設立について今がチャンスであり、スピード感をもって取り組むということだった。
　　今回からは、具体的に協会設立に向けての協議が始まり議事進行の中で委員の方から様々な意見を募り、有意義な時間にしたい。

３．協議内容
（１）観光協会設立における組織の形態について

説明：事務局　　平田係長
・添付の「DMOの形成・確立に係る手引き」に沿って説明。（質疑無し）
（２）ワークショップ
　　議題「白石町観光協会（仮称）の可能性を考える」

進行：松本アドバイザー
①佐賀県地域交流部文化・観光局観光課　藤井主査より先進事例紹介
・藤井主査：観光協会設立のきっかけとして先進事例の紹介を行いたい。

大田原ツーリズム
・藤井主査：栃木県大田原市は白石町と同じく農業が主産業の自治体であり、観光資源の乏しさを逆手にとって農家民泊の推進に力を入れているDMO。グリーンツーリズム・アグリツーリズムに目を向けている。５年～１０年後の農泊の定地化を目指し教育旅行や都会の子供たち向けにターゲットを絞り込み推進されている。
　　　　　　農泊というものが、農家さんの善意に頼るものではなくコンテンツ整備を怠らず
　　　　　　対価を支払うことも必要不可欠。

飛騨里山サイクリング／SATOYAMA　STAY
　・藤井主査：岐阜県飛騨市にあり、隣の飛騨高山には白川郷があり観光において黄金ルートと
　　　　　　　なっているが飛騨古川には大きな観光資源がないと捉えている。美ら地球の山田代表は日本の日常の風景こそが外国人を虜にする観光資源であると考え、自転車を使ってガイド付きのサイクリング事業を展開。山田代表は昨年まで嬉野市でアドバイザーとして力を発揮されていたため佐賀県のことに関しても理解が深い。

観光トレンドの変化（Tea tourism）(酒蔵オーベルジュ)
　・藤井主査：コロナ期を経て分析する中で、マス型の団体旅行から個人・一人旅にトレンドが変化している。広告に関しても、TVなどメディアでのコマーシャルよりもSNSの口コミの影響が大きくなっており、今後は県の観光課としても数の旅行ではなく質の観光として、観光客の体験の質を高めることでそれに適した単価を設定していきたいと考えている。こうした観光資源の醸成は嬉野市や鹿島市でも行っている。
Outstanding In The Field（OITF）
　・藤井主査：海外の事例として自然などの原風景眺めながらの食事がアメリカ各地で開催され　　
　　　　　　　ている。歌垣公園からの眺めや白石の農地風景はとても適している。
　　　　　　　話題性に長けた企画であるため町の知名度も大幅に向上できるのでは。
　　　　　　他のDMOを見てみると団体の脳として、事務局長の立場にある方がフレッシュ
　　　　　　で面白い考え方ができている団体が、先進事例として取り上げられている。　　　　　　　
　　　　　　
②アイスブレイク
　内容：しゃべらず、絵伝言

③藤井主査の先進事例紹介の中でよかったと感じたポイント・感想の書き出し（３分間）
・田中委員：出た意見をグループ化した中で、観光について考える出発点として観光資源の発　

　　　　　　見が必要であるという意見が出た。また、ニーズの変化への重要性や、写真や風
　　　　　　景はわかりやすく観光資源となるのではないか。町内に宿泊施設がほとんどない　　　

　　　　　　ため、より民泊や農泊に焦点があてられるのではないか。

・伊東委員：班内で出た意見として風景に強くインパクトを持たれている印象だった。

　　　　　　体験型という視点から農泊・民泊は白石町において強みとなるのではないか。

　　　　　　また誰がリーダーシップをとって協会や町の観光を引っ張っていくのかが重要　　

　　　　　　なのではないか。伝わりやすくテーマ性のある観光を行うことができれば。

　・石丸：班内で共有された感想・ポイントとして多かったものは、サイクリングに関すること　

　　　　　が挙げられる。町内にとどまらず佐賀県全域において平らな土地が特徴的である。

　　　　　サイクリングに適した地形なのではないかと考えられる。

　　　　　また食材・自然の豊かさについての意見は、町のメインの産業である農業を観光に

　　　　　活かすことができればよいのではないかという意見が出た。

　・久原委員：農業（農泊）に関しての意見が多く出た。現段階では農泊の受け入れの面で
　　　　　　　難し所があるかと思われる。先進事例で紹介された市町がどのようにして

　　　　　　　受け入れ先を増やしていったのかを詳しく知りたい。また白石の食をメイン

　　　　　　　とした取り組みができたらよいのでは。道の駅にもレンタルサイクルを置いてい　　

　　　　　　　るが、利用者が少ないのが現状。学校の合併に伴って施設を利用した民泊等の
　　　　　　　取り組みができればよいのでは。

　・松本アドバイザー：中心になるリーダーの面や、農泊・民泊のところで多く意見が出ている。

　　　　　　　　　　 はじめから大きな企画に取り組もうとすると、無理があるため、小さな　　　
　　　　　　　　　　 取り組みから着実に成し遂げていくことができれば。
　④白石町で取り組んでみたい観光について自由に書き出し（３分間）
　・藤井委員：白石町には宿泊施設がないため、キャンプ場の設置はよいのでは。
　　　　　　　キャンプ場の設置などで宿泊施設がないところをカバーすることができれば。

　　　　　　　白石町の食の魅力を活かし、収穫体験と共に採れた食材を用いて食事ができるよ　　

　　　　　　　うな企画も意見として出た。コウノトリに関連した情報発信や取り組みにも尽力
　　　　　　　するべき。白石町に訪れていただいた有名人の記録を残す手形やサインなどを

　　　　　　　保存するような記念館があっても面白いのではという意見も出た。

　・石田委員：山間地の活用・海の活用のところで、犬山城からハンググライダーを飛ばす案や　

　　　　　　　歌垣公園でのバルーン渓流、干潟でのがたスキーやいか子すくいが案として
　　　　　　　取り上げられた。現在竹害が町内でも問題点としてでており、刈り取った

　　　　　　　竹を用いた体験や加工品ができれば。

　・林委員：個人的に体験したこととして妻山神社での写詩体験は貴重な体験であった。

　　　　　　また食の体験というところで白石町でもTea tourismのような質の高いイベント
　　　　　　があれば。

　・伊東委員：漁業や農業の体験が意見として多く出た。子供をターゲットにデジタルデトック　　　

　　　　　　　スのキャンプを展開できるのでは。サイクリング関連で競輪選手のトレーニング　

　　　　　　　キャンプとしての利用なども共有された。また廃校・文化財の活用しながら、

　　　　　　　ストーリー仕立てに展開しプロジェクションマッピングなどで映像紹介ができ
　　　　　　　れば。

　・副島委員：ツアーに関して、専門知識を持った少人数によるガイドツアーを杵島山の周辺
　　　　　　　サイクルや長崎街道を沿うルートで行う案や、流鏑馬神事の体験・見学、

　　　　　　　干拓史跡の紹介・深堀ツアーが意見として出た。町内でできた農産物を利用

　　　　　　　した店舗が独自であればよいといった意見もあった。食をテーマとしたイベント
　　　　　　　やコンテストはどうか。民泊については以前中学生１２０人を連れて長崎県の離島で民泊ツアーを体験した。その際受け入れ先の方々の温かさに心を打たれた。
　　　　　　　その中学生たちが大学生・社会人と成長して再び訪れ、家族間での交流が続いていくというところに魅力がある。
　・松本アドバイザー：体験された民泊ツアーでの受け入れ先の体制はどのようにされていたか。
　・副島委員：一家庭につき４～５人の受け入れ。漁村ごと・家庭ごとで独自の活動に
　　　　　　　参加させていただく。各家庭で違った体験ができ、そこでのおもてなしが一番

　　　　　　　心に残るものだったと感じる。
　・副島委員：自身がその際、一番懸念していた点は子供たちのアレルギーの点である。
　　　　　　　特に都会の子供たちはアレルギーが多く、全くアレルギーがない子が３割以下
　　　　　　　程であった。それでも民泊ツアーの際は子供たちにアレルギー反応が出ず、
　　　　　　　受け入れ先の方がしっかりと事前対応してくださった点も感動した。
　　　　　　　
　・松本アドバイザー：今後組織を作っていくうえで、頭から作っていくとうまくいかなくなる
　　　　　　　　　　　ため、委員の方の意見によってどういう協会を目指していくのかという
　　　　　　　　　　　ところを事務局でまとめ、観光内容を形成していくことができれば。

（３）その他
　　①次回日程調整
　

　・第３回委員会開催日を平田係長取りまとめの上、１０月３０日（月）１９：００からに決定
　　会場については、役場３階大会議室もしくは、総合センター2階集団指導室で開催。
　　改めて開催通知を送付する。
　　②TV内でのれんこん特集の紹介
　
　・１０月３０日１２時２０分からNHKで放送の「うまいッ！」内でれんこんについての放送が
　　予定されている。
（４）閉会　　谷﨑課長
　　　※以上、詳細は別添のとおり。



